　　　ＴｏＲｉＤｅ　　　　　　　　作・三ツ矢雄二
　　　　　優雅に紅茶を飲む、男１・２・３と女１・２・３。

男１　　なぜだ！なぜ誰も来ない！

女３　　なぜだ！なぜ誰も来ない！

男１　　我々は見捨てられたのか？！

女３　　我々は見捨てられたのか？！

男１　　西の見張り、どんな様子だ？！

女３　　西の見張り、どんな様子だ？！

男２　　（舞台下手で）人っ子一人見当たりません！

男１　　東の見張り、そっちはどうだ？！

女３　　東の見張り、そっちはどうだ？！

男２　　（舞台上手に移動して）吹きすさぶ風以外何も見受けられません！

　　　　立て篭もって、今日でちょうど３ヵ月です。

女１　　あの日は…、夏の終わりだったわね…。

男３　　あの日って？

女１　　私たちがこの砦に立てこもった日よ。

男３　　ああ。

女１　　８月３１日。
女２　　そうだっけ？

女１　　ええ、そうよ。私の結婚記念日。

女２　　もう三ヶ月か。

女１　　今日は十一月三十日。

男３　　ああ、大変だ！

男１　　どうした！！

女３　　どうした！！

男３　　（携帯電話を取り出してダイヤルする）あ、もしもし、俺、誕生日おめでとう。

あ、切らないで。愛してる。（相手に電話切られる。携帯を見つめて）愛してる…。

男１　　ななな何なんだ。

女３　　（かぶって）ななな何なんだ。

男３　　は？

男１　　電話。

女３　　電話。

男３　　（悪びれずに）ああ、今日、彼女の誕生日だってことすっかり忘れてて。

女１　　（男３に）ねえ、携帯貸して。

男３　　あ、ああ。（女１に携帯を貸す）

女１　　（携帯をダイヤルする）

男１　　何が彼女だ、何が誕生日だ。

女３　　そうだ、何が彼女だ。誕生日がどうした。

男１　　こんな切迫した事態でよくそんな電話がかけられるな。

女３　　でも嬉しいもんなんですよね、『誕生日に彼に会えない私って不幸』
なぁんてブルー入ってる時に、電話がトゥルルルル。
『はい、私』『俺だよ。誕生日おめでとう』イヤ～ン、チョー・ハッピー。
男３　　いや、俺がここにいる限り、彼女は喜んでなんかいない。

女３　　へっ？

女１　　…でない…。（電話を切り、携帯を男３に返す）

男３　　主人…。

　　　　　　　男４、女４、登場。

男４　　出て行くのか。

女１　　ええ。

男４　　なぜだ？

女１　　私の場所がないから。

男４　　離婚に同意するつもりはない。

女１　　…。

女４　　ねえ、何度も言ってるでしょ。私奥さんを追い出す気も、
あなた達の家庭を壊す気もないって。

男４　　こいつと別れればいいのか。

女４　　あら、分かれるなんて私はいやよ。

男４　　おい。

女４　　だって私たちは愛し合ってるんですもの、別れる理由なんてどこにもないじゃない。

　　　　（女１に近寄り）あなたは妻を続ければいい。私は愛人で十分満足。

この人と結婚するつもりなんてこれっぽっちもないの。仕事も続けたいしね。

（女１の耳元に囁くように）この人と別れたら困るんじゃないの？

　あなた専業主婦でしょ。仕事なんかしたことないんでしょ。

明日からどうやって暮らしていくつもり？

（退場）

女１　　（出て行こうとする）
男４　　後悔するぞ。（退場）

女１　　（一瞬立ち止まるが、出て行く）

男５　　（女１の前に立ち塞がり）

女１　　！

男５　　俺のことなら大丈夫だよ。別に母さんがいなくてもちゃんとやっていけるから。

　　　　飯はバイト先でも食えるし、学食も捨てたもんじゃない。

　　　　洗濯はコインランドリーにでも行くよ。掃除は…彼女にやってもらうかな。

　　　　ま、これからは、母さん、自分のことだけ考えて生きていけばいいんじゃないの。

　　　　頑張ってね、応援するよ。（退場）

女１　　我々は！断固抗議する！

男１２３／女２３　　我々は！断固！抗議する！

女１　　私は家政婦ではない！私は子守ではない！私は奴隷ではない！

　　　　私は…、私は…、

女２　　何なのかしら、ね…。

　　　　　一同、沈黙。

男１　　ティータイム！

　　　　　再び、紅茶を飲む一同。

　　　　　紅茶を飲み終わると、センターのテーブルに珈琲カップを置き持ち場に戻る。

　　　　　女５、下手から登場。

女５　　あのー…。

男１　　誰だ！

女３　　誰だ！

男１　　誰だお前は！

女３　　どちら様ですか？

女５　　（男２に風呂敷包みを渡して）僕ちゃん、下着の着替え、もって来たよ。

男２　　（びっくりして）何で来たんだよ！

女５　　なんでって…心配だから。お弁当も入ってますからね。

　　　　あなたの好きなチラシ寿司。

男２　　わーい、ありがとう。

女５　　じゃ、帰ります。頑張ってね。
男２　　え、帰っちゃうの？
男１　　待て！そいつをここから出すな！

男２　　なんで？

女１２３５／男２３　　なんで？

男１　　スパイかもしれん。

女３　　スパイ！

男２　　そんなわけないでしょ。

女５　　そんなわけないわよ。

　　　　　　遠くで車の衝突する音。

男１　　なんだあの音は！襲撃か！

女３　　（男１にしがみついて）怖いよ！

　　　　　　全員、上手に移動、外の様子を伺う。

女２　　事故ね。

女１　　出会いがしらって感じね。

女２　　わー、ぐちゃぐちゃ。

男２　　あれじゃ、助からないな。

女５　　あらあ。気の毒。

女１　　たまたまこの時間にあそこを通ったから死んじゃったのね。

女２　　分からないわね、人の命なんて。

男２　　あ、出てきた。

女２　　生きてる生きてる。

女１　　血まみれね。

女２　　歩けないのかしら。

女１　　見てられないわ…。

　　　　　　男３、舞台下手へ。

　　　　　　遠くからサイレンの音、次第に近づいてくる。

男３　　すみません、僕の不注意で…。

女６　　（上手より登場）あの子の、あの子の足を返して！

男３　　すみません。

男６　　（下手より登場）どう責任を取るつもりだね。

女６　　ひどいじゃありませんか？あなただけ無傷で助かって。

　　　　あの子をかばってはくれなかったんですか？
男７　　（下手より登場）

　　　　突然突っ込んでこられて、凄いスピードだったし、避けようがなかったんです。

　　　　本当にお嬢さんにはなんとお詫びをしていいか…。

男６　　いや、悪いのはこちらで、あなたは全く悪くないそうです。

　　　　警察の方がさっきそう言っていました。

男７　　しかし…。

男６　　今日のところはお引取り願えますか？すみません。

男７　　はい…。あの、出来る限りのことはさせていただきますので何なりと

おっしゃってください。それでは、失礼します。（退場）

男６　　赤の他人でもあれだけの誠意を持ってるんだ。

今の君の態度からは何の誠意も感じられんぞ。

女６　　そうですよ。いまさら娘と別れたいだなんてよく言えたもんね！

男３　　婚約解消は、もう一ヶ月前に話し合いで決まっていたことです。

それと今回のことは…。

女６　　話し合いですって！

娘は、あなたから一方的に別れを突きつけられたと言ってました！

男６　　自分勝手すぎやしないかね。

別れの原因は君に…他に好きな人が出来たからというじゃないか。

女６　　財閥のお嬢さんなんですってね。お金に目がくらんだの？

男６　　君の今後の態度如何によっては、法的な手段に訴えることも考えて…

女７　　もうやめて！（車椅子（松葉杖）で登場）

　　　　（男６女６に）お願い、もうやめて。…二人だけにしてくれる？

女６　　二人だけって、そんな訳には…。

男６　　行こう。

女６　　あなたは心配じゃないの？

男６　　いいから行こう。（女６を促して退場）

女７　　意識が戻るまでずっとそばにいてくれたんだってね、ありがとう。

男３　　大丈夫…なのか。

女７　　大丈夫なわけないでしょ、もう歩けないんだから。

男３　　ごめん。

女７　　…今ね、電話して来たわ、あなたの彼女に。

男３　　え？！

女７　　何にも知らなかったから、全部教えてあげたの。

男３　　お前…何をしゃべったんだ？

女７　　だから全部よ。私があなたと婚約していたこと。そして婚約を解消したこと。

　　　　あなたが運転していた車に同乗していたわたしが

事故に遭って歩けなくなったこと。全部、あらいざらい。

男３　　ああ…！

女７　　私って、いやな女よね。（寂しく笑って）でもね、すっきりしちゃった。

　　　　このへんにつかえてたモヤモヤがスーッと晴れた感じ。

男３　　俺、俺、どうすれば…。

女７　　（男の言葉をさえぎるように）これからどうするかは、あなたが決めることよ。
　　　　私を選ぶか、あの人を選ぶか…。（退場）

男３　　我々は！断固！抗議する！

男１２／女１２３　　我々は！断固！抗議する！

男３　　誰に

男１　　世の中にだよ。

女３　　そう。

男１　　世間に抗議してやればいいんだよ。

女３　　そうだ。

男３　　世間に…。

男１　　そうだ。

女３　　おう。

男３　　でも…わるいのは、俺なのかもしれない。

男１　　そんなことはない！

女１　　そんなことはない！

男２　　僕も思います。悪いのはきっと僕なんだって。

男１　　そんなこと言うな！

女３　　言わないで！

男３　　悪いのは
女１男２　　悪いのは

女８　　（登場。女２に）悪いのはあなたでしょ！

女２　　園長…！　…すみません。

女８　　親御さんから預かった大切な園児ですよ、どんなことがあっても愛しぬくのが

あなたのお仕事でしょう。そう思わない？

女２　　…

女８　　お返事は？

女２　　…

女８　　お返事！

女２　　あの子、破ったんです。

女８　　え？
女２　　私の大切な写真…。

女８　　写真って？

女２　　母の写真。１枚しかない写真なんです。私が赤ちゃんの時、施設に捨てられた時、

私のお守りに入ってたんですけど…。それ１枚しかなかったんです。母の写真…。

女８　　子供はね、いたずらをするものなのよ。

そんなことに一々目くじらを立てていたんではこの仕事は勤まりません。

愛情を持つんです。どんなことがあっても愛し抜くの。いいわね！

　　　　　　園児たち登場。

女８　　ほら、ごらんなさい！こんなに可愛いじゃありませんか！

　　　　子供は、子供は、天使なのよ！！

　　　　　　お遊戯をする園児たち。

　　　　　　お守りから母の写真を取り出し見ている女２。
男８　　先生！ボール取って！

　　　　　　飛んでくるサッカーボールを受け取る女２。

　　　　　　その時、写真を落とす。

　　　　　　写真を拾う男８。

女２　　このボールね？誕生日プレゼントにもらったんだって。

男８　　うん。

女２　　お父さんから？それともお母さん？
男８　　ママ。

女２　　みんなにもこのボール、貸してあげたら？

男８　　やだよ。

女２　　どうして？

男８　　だって、僕んだもの。

女２　　みんなと遊んだ方が面白いと先生思うな。

男８　　返して。

女２　　あ、そうそう。朝、ボール追っかけてまた花壇の中に入ったでしょ。

　　　　お花がグシャグシャになってたぞ。

男８　　返してよ、ボール！

女２　　花壇に入らないって約束してくれたら、返してあげる。

　　　　約束できるかな？

男８　　返してよ！（ボールに手をかける）

女２　　（男８と少し揉み合って）だめ。約束して！（男８を突き飛ばしてしまう）

男８　　（しりもち付いて）イタッ！

女２　　あ、ごめん。大丈夫？

男８　　いいよ、もう！（退場しようとする）

女２　　ボールは？

男８　　またママに買ってもらうからいらない！

女２　　写真、返して。

男８　　（写真を破って退場）

女２　　！！

女２　　我々は！断固！抗議する！

男１２３／女１３　　我々は！断固！抗議する！

　　　　　　チラシ寿司を食べる一同。

女２　　いくら子供だからって、許せることと許せないことがある！

　　　　かわいくない奴はかわいくない！すべてに々愛情を注ぐなんて無理だ！

　　　　復讐してどこが悪い！

女１　　復讐？

女２　　…ええ。

女１　　いいわね、復讐できて。

女２　　あなたは、…しないの？

女１　　え？

女２　　復讐。

女１　　…そうね…。誰に、どうやって復讐したらいいのかしら…？

男３　　俺は、復讐されたんだな…。

女１２　　え？

　　　　　　携帯の呼び出し音、鳴る。

　　　　　　どの携帯が鳴っているのか探す男３.

男２　　過去からの電話ですね？右から２つ目です。

男３　　（右から２つ目の携帯を取り上げ）もしもし。

女７　　あ、私。

男３　　なんだ、お前か。

女７　　嬉しいわ。

男３　　え？

女７　　お前って言われて。

男３　　…何か用ですか？

女７　　結婚式の日取り、決まったんだって？

男３　　ああ。

女７　　おめでとう。

男３　　どうも。

女７　　ドライブしない？最後のドライブ。

男３　　俺、忙しいんだよ。

女７　　（かわいく脅すように）ドライブしてくんなきゃ、これからも付きまとってやるぞ。
男３　　…分かったよ。
女７　　今度の日曜日。迎えに来てね。（退場）

男３　　（電話を切って元に戻す）

　　　　　　男９女９、上手より登場。

男９　　あのー。

女９　　すみません…。

男１　　誰だ！

女３　　誰だ！
男１　　誰だお前は！

女３　　どちら様ですか？

男９　　チラシ見てやってきたんですけど。

女９　　こちらでいいんですよね？

男１　　（突然愛想よく）いらっしゃいませ。

女３　　いらっしゃいませ。

男９　　あ、どうも。

男１　　ようこそいらっしゃいました。
女３　　ウエルカム。

男１　　早速ですがどういった事情でこちらへ？

女３　　審査は形式的なもので、ごくごく簡単なものです。

男１　　基本的にここにいたい人は誰でも歓迎します。

　　　　で、どういった事情でこちらへ？

男９　　…駆け落ち、なんです。

女９　　お互いの両親に反対されちゃって…、ね。

男９　　ね。

男１　　（急に態度を硬化させ）お引取り下さい！

女３　　お引取り…、え？なんで？

男３　　駆け落ちか。

女１　　いいわね。

女２　　幸せなのね。

男３　　幸せじゃないですよ。結婚できないんだもの。

女１　　結婚が幸せとは限らないわよ。

男２　　電話してみれば？　未来に。

女９　　未来に？

男２　　一番左の電話。

男９　　（おそるおそる電話を手にして）これ…ですか？

男２　　そう。

男３　　（躊躇している男９女９に）電話してみろよ。

女１　　ええ、してごらんなさい。その結果で、
ここにいた方がいいのか、いても意味がないのか判断すればいいわ。

男９　　はい。（ダイヤルする）
あ、もしもし。はい、僕です。
え？（表情が明るくなり）…はい！分かりました。
はい！今代わります。（女９に電話を渡す）

女９　　もしもし。

（表情が明るくなり）…本当ですか？ありがとうございます。

　　　　はい。はい、それまで頑張ります。

はい、失礼します。（電話を切って元に戻す）

女１　　結婚できるのね。

女９　　はい。色々問題はあるんですけど…。

男９　　こいつに来年、子供が出来るらしいんです。それで…。

女１　　ご両親が仕方なく許してくれる。

男９　　はい。

男１　　（頭を抱えて）出てけ！今すぐ出て行け！

女３　　（男９女９に）いいのよ、ゆっくりしてって。お茶でも飲む？

男１　　お前らに飲ますお茶はない！
女３　　（男９女９に）ごめんなさい、この人、男女間の幸せにとても敏感なの。

　　　　人の幸せが許せないの。人が幸せでいると頭痛が始まるのよ。

男１　　痛いよ！頭が痛い！

女２　　私もめまいがしてきたわ。

男３　　節々が痛い。

女１　　私は吐き気。

男２　　ジンマシンが出てきた。

女５　　大丈夫、僕ちゃん？

男２　　いいな、母さんはもう死んでるんだものね。

　　　　幸せ不幸せとは待ったく別世界にいるってわけだ。

女５　　（嬉しそうに）あなたが殺してくれたんじゃないの。
男２　　だって、末期ガンで、助かりっこないって分かってるのに、体中に管付けて…。

女５　　（ベッドに横になり）

僕ちゃん…。痛いよ…。苦しいよ…。助けてよ…。僕ちゃん…。

男２　　（泣いて）母さん…！

女５　　助けてよ…、僕ちゃん。

男２　　母さん…。（母の首に手をかける）

女５　　僕ちゃん…、ありがとう…、お礼に、チラシ寿司、作ってあげるね…。

男２　　母さん…。

女５　　（息絶える）

男１　　（男２と女５に）ありがとう。君たちのお陰で頭痛が治まってきた。

女１　　ええ、気分が良くなったわ。

男３　　ほんと、君たち親子にはいつも助けられる。

女２　　ありがとう。

女５　　私はそろそろ上へ帰りますよ。門限だから。

男２　　また明日ね。

女１　　さよなら。

男３　　お気をつけて。

女２　　いつもいつもご馳走様。

女５　　（一礼して下手へ退場）

男９　　僕たちも失礼した法が良さそうですね。

女９　　お邪魔しました、下に戻ります。

女１　　もう、心中なんかしちゃ駄目よ。
男９　　はい。

女９　　ありがとうございました。
　　　　　　男９と女９、上手へ退場。

男３　　きっと、飲んだ薬の量が足りなかったんだな。

女１　　（男３に）あなたは、どうやってここへ？

男３　　ガス。

女１　　（女２に）あなたは？

女２　　入水自殺。足縛って海に飛び込んだんだけど、猟師さんに助けられて…。

女１　　（男２に）あなたは…、確か飛び降りよね。

男２　　うん。母さんの病室から。

女２　　何階だったの？

男２　　３階。下の生垣に引っ掛かって。

女２　　そう…。

男２　　（女１に）あなたは？

女１　　（手首をカミソリで切るジェスチャー）

男２　　フーン。

女１　　（女３に）あなたは？

女３　　私？私はね…。

男１　　（突然、振り絞るように）なぜだ！なぜ誰も来ない！
　　　　　　一瞬みんな顔を見合わせるが、それぞれ持ち場に散る。

女３　　なぜだ！なぜ誰も来ない！

男１　　我々は見捨てられたのか？！
女３　　我々は見捨てられたのか？！

男１　　北の見張り、何か変わったことないか？！

女３　　北の見張り、何か変わったことはないか？！

女２　　（舞台奥で）街路樹も町並みも、いつも通りです！

男１　　南の見張り、現状を報告しろ！

女３　　南の見張り、現状を報告しろ！

男２　　みんな、みんな我々のことを無視して通り過ぎて行きます！

我々がいてもいなくても関係ないかのように、みんな生きてます！

我々の悩みなんて影も形もありません！

普通です！まったく普通です！

世界はあの時と同じように、ゆっくり、ゆっくり、自転しています！

　　　　　　鳴り始める携帯電話。

　　　　　　男３、どれが鳴っているか探し出し、

　　　　　　電話を取り上げる。

男２　　未来の電話だ！

男３／女１２　　え？
男３　　かけることはあっても、かかってくることはなかった。

男３　　（電話に出る）もしもし。…。（女２に）君にだ。

女２　　（電話を受け取る）もしもし…。

男８　　先生。先生、ごめんなさい。

女２　　あなた…。

男８　　大人になってわかりました。僕がどれだけ愚かな子供だったか。

先生にどれほど酷いことをしたか。

…知らなかったんです。あの写真が、先生にとってどれほど大切かってこと。

たった１枚しかないお母様の写真を破ってしまって、なんとお詫びをしていいか。

先生が逆上して僕をひっぱたいたのは当然です。

たまたま転倒した僕の打ち所が悪く、脳震盪を起こしてしまいましたが、

今はもう、先生のことは恨んでいません。

先生、下に戻って来て下さい。お願いです。

このまま先生に上に行かれてしまうと、僕…。

実は先生が上に行かれると、僕は二十歳になった時

先生の遺書を読むことになるんです、先生の同僚に呼び出されて。

そして僕は思い出します、幼稚園での出来事を。

自己嫌悪に陥った僕は立ち直ることが出来ず、自殺してしまうんです。
お願いです、先生。まだ間に合うのなら、僕を許してくれるのなら、

下に戻って来て下さい。僕を助けてください。

先生の命が僕の命を救うのです。お願いです！

女２　　…わかりました。下に戻ります。

男８　　ありがとうございます！

女２　　（電話を切る）下に、戻るわ。

男１　　戻るな！ここにいるんだ！ここに！

女２　　ずっとここにはいられないわ。上に行くか、下に戻るか、決めなくっちゃ。

　　　　（上手に退場）

男１　　ティータイム

　　　　　　お茶を飲む一同。

男１　　なぜだ！なぜ誰も来ない！

女３　　なぜだ！なぜ誰も来ない！

男１　　我々は見捨てられたのか？！

女３　　我々は見捨てられたのか？！

男１　　西の見張り、どんな様子だ？！

女３　　西の見張り、どんな様子だ？！

　　　　　　考え込んだまま、動かない男２３、女１。

男１　　東の見張り、そっちはどうだ？！

女３　　東の見張り、そっちはどうだ？！

　　　　　　考え込んだまま、動かない男２３、女１。

女１　　（男２に）ねえ、未来の電話はどれだっけ？

男３　　（電話を指差し）これ。

女１　　（電話を取り上げ）私、現在にばっかり電話してた。
　　　　未来に電話する勇気がなかったのね。（ダイヤルする）

もしもし、私ですか？私なんですね。私の場所が、そこにはありますか？

はい。…はい。…ええ。ええ、分かりました。（電話を切る）

男３　　何だって？

女１　　自分がいるところが、私の場所だって。

　　　　私の場所がないって思った時に、自分の場所はなくなるんだって。

　　　　私の場所はここだって思えば、そこが私の場所だって。

　　　　（上手に走って退場しようとする。一瞬立ち止まり、一同を振り返る）

　　　　今までありがとう。（一礼して去って行く）

男３　　（電話をひとつ取り上げる）

男２　　それは現在の電話だよ。

男３　　（ダイヤルする）もしもし。

女７　　はい。

男３　　なぜ、俺の運転の邪魔をしてわざと事故を起こした？

女７　　あなたと一緒に死にたかったから。

男３　　なぜ、一命を取り留めたのに、自殺した。

女７　　あなたのいない人生なんて、意味がないと思ったから。

男３　　マスコミに遺書を送りつけ、焼身自殺をはかるなんて、

　　　　…俺への当てつけじゃないのか？

女７　　あなたにはどうでもいい愛だったかもしれないけど、

　　　　私にとってはかけがえのない愛だったの。

　　　　私の愛をみんなに分かってもらいたかったのよ。

　　　　ねえ、もういいかげん下はあきらめて、こっちにいらっしゃいよ。

　　　　上で一緒になりましょ。今から誕生パーティをするのよ。

男３　　下に戻ったら、一生君という重荷をしょって生きることになる…。

女７　　そうよ。上にいらっしゃい。

男３　　（電話を切って元に戻す）やっぱり、愛してないよ。

男２　　（電話を差出し）はい、未来の電話。

男１　　よせ、かけるな！

女３　　かける かけないは個人の自由よ。

男１　　俺に逆らうのか？

女３　　（はしゃいで）あ、逆らうの、生まれて初めてだ。

男３　　いや、俺はかけない。どうなるか分からないが、下に降りてみる。

女３　　ここの３ヵ月は下の３日よ。まだ世間はあなたの敵よ。

男３　　（胸に手を置き）敵は、ここにいる。

　　　　みんなといて、そのことにようやく気が付いたんだ。

　　　　みんなここに敵を持っている。

　　　　その敵を味方にすることが、生きるってことなんだ。

　　　　（上を見上げ、怒鳴る）俺は！そこへは！まだ行かない！

　　　　的が味方になるまで、そこには行けないんだ！

　　　　（一同に）じゃ、戦ってくる。（上手へ退場）

　　　　　　一瞬の静寂。

男１　　（悲しく）なぜだ！なぜ誰も来ない！

女３　　（楽しんで）なぜだ！なぜ誰も来ない！

男１　　我々は見捨てられたのか？！

女３　　我々は見捨てられたのか？！

男１　　北の見張り、何か変わったことはないか？！

女３　　北の見張り、何か変わったことはないか？！

男２　　（慌てて舞台奥に移動する）街路樹も町並みも、いつも通りです！
男１　　南の見張り、現状を報告しろ！

女３　　南の見張り、現状を報告しろ！

　　　　　　女５、下手から登場。
女５　　あのー…。

男１　　誰だ！

女３　　誰だ！

男１　　誰だお前は！

女３　　どちら様ですか？
女５　　（男２に風呂敷包みを渡して）僕ちゃん、下着の替え、持ってきたよ。

男２　　（びっくりして）なんで来たんだよ！

女５　　なんでって…心配だから。お弁当も入ってますからね。

　　　　あなたの好きなチラシ寿司。

男２　　わーい、ありがとう。

女５　　じゃ、帰ります。頑張ってね。

男２　　え、帰っちゃうの？

男１　　待て！そいつをそこから出すな！

男２　　なんで？

女３５　　なんで？

男１　　スパイかも知れん！

女３　　スパイ！

女５　　え？

男２　　そんなわけないでしょ。
女５　　そんなわけないわよ　って、随分淋しくなっちゃったわね。

男１　　よし、景気付けにもういっちょやるか！

女３　　えー、私もう飽きちゃった。

男２　　でもあれをやっていれば余計なこと考えないで済みますよ。

男１　　さあ、やるぞ！　なぜだ！なぜ誰も来ない！

女３　　なぜだ！なぜ…！

女10　　（上手から登場）来ちゃった。

女３　　なぜ来ちゃったの？

男１　　なぜだ！なぜ、君がここに？！

女10　　あなたに会いたくて…。

女５　　あなた、意識ね、この人の。

男１　　俺の意識。

女５　　そう。あなた、過去にも現在にも未来にも電話かけないでしょ。

　　　　もちろん誰からも電話がかかってこない。

女３　　あら、私もよ。

女５　　一度も電話を使わない人は、しばらくすると

意識で会いたい人のイメージを呼ぶことが出来るようになるの。

男１　　そうなんだ。（女10に）お茶でもいれるよ。

女10　　ありがとう。

女３　　へえ、意識で人が呼べるんだ。おもしろそう。私もやってみようかな。

女５　　ええ、そうね。そろそろその時期ね。

女３　　（ウンとうなって念じる）

男10　　（ポンと登場）はーい、呼んだぁ？

女３　　わー、すっごーい、出てきた出てきた。

男10　　久しぶりだね。

女３　　この人、高校のときのクラスメイトとなんです。

女５　　こんにちは。

男10　　どうもォ。

女５　　ボーイフレンド？

女３　　っていうか…うーん…。

女５　　さっきも言ったでしょ。そろそろタイムリミットよ。しゃべってしまいなさい。

女３　　タイムリミットって？

女５　　下では今日で３日経ったわ。もうすぐ４日目。そろそろ限界よ。

どちらかを決めないと、本人の思いに関係なく

上に行くことになってしまう人が多いの。

今、病室ではお医者さんがあなたの意識を回復させようと必死で治療している。

目を覚ますか死んでしまうか、そろそろ決めないと…ね。

女３　　そうね。上か下かは、やっぱり自分の意志で決めたいわね。

　　　　あら、やだ。私、ここに来て成長したみたい。

　　　　自分で自分を何とかしようとしてる。

男10　　ほんとだ。すっごい進歩だね。やっぱり人間一度は死んでみるもんだね。

女３　　やっだー、まだ死んでないわよ。死・に・か・け。
男10　　あ、そっかー、ごめんごめん。

女３男10　　（大笑い）

女５　　あなたたち、ちょっと明るすぎ。

女３　　いっけなーい。

男10　　どうもすみません。

女５　　で、この人は誰なの？

男１　　俺が一方的に好きだった人。

女３　　私、高校時代、すっごいいじめにあっててね。

女10　　ええ、私には他に好きな人がいました。

女３　　みんなから、しかとされて、すっごいみじめだった、

男１　　俺たち、会社の同期で。俺は君が俺のこと好きだと思ってた。

女10　　いい人だとは思ってたけど…。

女３　　体育のジャージ隠されたり、靴の中に虫の死骸をいれられたり…。

男10　　金もせびられてたよね。

男１　　とにかく、すっごい仲良かったよ。

女10　　会社帰りに仲良しグループでね。

男１　　会社の向かいのビルの地下にある居酒屋で、焼酎一緒に飲んでたよね。

女３　　朝、学校行くでしょ、机の上に『死ね』って書いてあるの。

男10　　徹底的にいじめられてたよな。

男１　　お前があいつのこと好きだったなんて、知らなかったよ。

女７　　あなただけよ、気が付いてなかったの。

男１　　だって君、いつも俺の隣に座って、あいつとは離れて座ってたじゃないか。

女10　　二人っきりのとき密着してるから、いいの。

男１　　くっそー！
女３　　そんな私に優しくしてくれていたのが、この人。

男10　　いやー、ほんと、かわいそうだったから。

女３　　でもね…。

男10　　（ボコボコにやられた風）

女３　　どうしたの？！

男10　　やられた。君をいつもいじめてる連中に。
女３　　なんで？あなた関係ないじゃない。

男10　　君と仲良くしてたから。

女３　　ひどい！

男10　　あんな暗い奴とよく仲良くできるなって…。
女３　　私元々は明るい子だったのよ。みんなのせいで暗くなっちゃったのよ！

男10　　もう、会えない。

女３　　え？

男10　　こんな思いはもうこりごりだ。

女３　　そんな！

男10　　じゃあ。（去ろうとする）

女３　　まって！あなただけが救いだったのに…！

男10　　（背を向けたまま）負けるなよ。（退場）

女３　　で、私、負けちゃった。（首を吊る）

女５　　そうだったの。

女10　　（嬉しそうに）ねえねえ。

男１　　なになに？

女10　　あのねぇ…フフフフ…。

男１　　？

女10　　なんでもない。

男１　　えー、そりゃないだろォ？

女10　　どっしよっかなぁ…。しゃべっちゃおっかなぁ…。

男１　　なんだよォ。教えてよォ。

女10　　あのねェ。

男１　　はーいー。

女10　　わたしねぇ、じつはァ。

男１　　わたしねぇ、じつはァ。

女10　　結婚するのォ。

男１　　結婚するのォって、なにィ？！

女10　　そんなに喜んでもらえて、私、嬉しい。

男１　　（楽しくなさそうに）ワーイワーイ。で、相手、誰なの？
女10　　（男１に内緒話）

男１　　やめとけ。あいつ借金あるんだぞ。知ってっか？

女10　　ああ、マージャンと競馬でしょ。でもたいした金額じゃないって言ってたよ。

　　　　あ、この話、まだ誰にも言ってないから、内緒にしてね。お願い。

男１　　う、うん。

女10　　ねえ、今夜も（呑むしぐさ）これ、行くでしょ？

男１　　今夜は駄目なんだ。ＯＫ商事の接待。集金も兼ねてるからはずせなくて。

女10　　じゃあ、今夜は彼と２人で飲みに行っちゃおうかなァ。

　　　　フフフ、じゃあねェ。

男１　　あんにゃろォ～！

女５　　その翌日ですね、あの事件があったのは。

女10　　はい。この人がお得意様から集金してきた額面八百万円の小切手が紛失して

大騒ぎになったんです。この人、錯乱状態になって、同僚のデスクの引き出し、
片っ端から引っ掻き回して、それで…。

女５　　それで？

女10　　小切手…、私の婚約者のデスクの引き出しから発見されたんです。

女５　　証言者、前へ出なさい。

男11　　はい。私はこの人の後輩に当たるものです。
あの日、残業してて夜遅くまで会社に残ってたんです、一人っきりで。

たしか…深夜１時過ぎだったと思うんですけど、おなか空いちゃって、

会社の裏のコンビニまで弁当買いに行ったんです。

不用心だったんで、部署の電気全部消して、鍵かけて行ったんですが、

帰ってみると…、

女５　　何のお弁当にしたんですか？

男11　　はあ？

女５　　お弁当。

男11　　○○弁当です。

女５　　ああ、あれは△△ですね。それで、帰ってみると…？

男11　　暗い部屋から、懐中電灯の光が漏れていたんです。

　　　　最初は警備員の見回りかな？と思ったんですが、どうも様子がおかしい。

　　　　これは泥棒かもしれないと思って、

そいつが出てくるまで廊下に隠れて待ってたんです。

それで、出て来たのが…、

女５　　この人だったんですね。

男11　　はい。（退場）

女10　　その話を聞いて、私、ピンときました。この人、私のこと好きだったんだなって。

　　　　それでこんなことしたんだなって。

　　　　（男１に）最低ね！あなたって最低！あんな卑怯な真似、良くできるわね。

人間として軽蔑するわ！あんたみたいな人、生きてく資格ないわよ！！
あなたなんか死んじゃえばいいのよ！そうよ、お前なんか死んじまえ！

死んじまえ！！死んじまえ！！！…（退場）

男１　　（泣きながら）やめてェ…、やめてくれェ…、俺、俺…。

　　　　　　ホームから飛び降りる男１。

　　　　　　電車、急停車。

　　　　　　静寂の中、座っている男１と女３。

男１　　さてと、（立ち上がり）上に行こうかな。（下手に行きかけ、

　　　　３を振り返り）行くぞ。

女３　　うん…。

男１　　どうした？

女３　　私、下に戻ろうかな…。

男１　　え？

女３　　私さ、ここにいて、楽しかった。あなたと一緒で、楽しかったの。

　　　　あなたは楽しくなかった？

男１　　いや。

女３　　でしょ？

男１　　…。

女３　　あなたの後にくっついて、あなたとおんなじこと言って…、

　　　　私、楽だったし、楽しかったよ。あれ？楽と楽しいって同じ漢字だ。

男１　　じゃあ、上に行って俺と楽しくやろうよ。

女３　　だったら、下に戻って一緒に楽しくやったっておんなじじゃない。

　　　　上も下もおんなじなんだよ。下でだって楽しくやれるんだよ、きっと。

男１　　じゃあ、お前は下に戻れ。俺は上に行く。
女３　　一緒にいようよ。私、また、あなたとおんなじこと言いたい。

　　　　あなたの後ろ、くっついてたい。

男１　　（下手を見つめたまま動かない）

女３　　ねえ。戻ろうよ。

男１　　…。

女３　　ねえ。

男１　　…。

女３　　戻ろうよ。

男１　　…。

女３　　そう、じゃあ、私一人で戻るね。（仕方なく上手に去りかける）

男１　　…待て！

女３　　！

男１　　俺だって、お前とおんなじこと言いたいし、お前の後ろくっついてたい。

　　　　いつも俺ばっかり言うこと考えて、先に行動しなければならないなんて、不公平だ。

女３　　（ある感動を持って）いいよ。たまには私が言うこと考えるし、私が先に行動する。

男１　　たまじゃ、やだ。

女３　　じゃあ、一日おき？

男１　　うん。（女３を振り返る）

　　　　　　見つめ合う男１と女３.

女３　　行こう。

男１　　行こう。

女３　　どうやって戻ればいいのかしらね？

男１　　どうやって戻ればいいんだろうね？

女３　　西の見張り、戻り方を教えろ！

男１　　西の見張り、戻り方を教えろ！

女３　　東の見張り、帰り道はどっちだ！

男１　　東の見張り、帰り道はどっちだ！

女３　　北の見張り、近道はないか！

男１　　北の見張り、近道はないか！

女３　　南の見張り、息を吹き返すぞ！
男１　　南の見張り、息を吹き返すぞ！

女３　　あれ、ほんと、どっち行けばいいのよ？

男１　　どっち行けばいいんでしょうね？

　　　　　　女５男２登場。

女５　　下に戻ろうと思って歩き出せばいいのよ。

　　　　歩き出せば、いつか必ず戻れるわ。

女３　　そっか。

男１　　そっか。

女３　　では、しゅっぱーつ！

男１　　しゅっぱーつ！

女５　　さよなら。

女３男１　　さよなら。（退場）

　　　　　　ぽつんと、取り残される女５と男２。

女５　　さあ、あとは、あなただけね。

男２　　行こうか、母さん。
女５　　え？

男２　　上に。

女５　　（慈悲の笑みを浮かべ）上に行くことにしたの？

男２　　最初からそのつもりだったよ。

女５　　そう。

男２　　（笑顔で）うん。

　　　　　　突然男２にビンタくらわす女５。

男５　　何すんだよ。

女５　　弱虫！

男２　　何だよ。

女５　　下へ戻んなさい！

男２　　やだよォ。

女５　　なんで？

男２　　下に戻ったら母殺しってみんなに責められるに決まってるじゃん。

　　　　そんなのいやだから…、だから自殺したんじゃないか。

女５　　…ねえ、僕ちゃん、どうして私を殺したの？

男２　　どうしてって…、母さん、末期ガンで、もう助からないって分かってたし、

　　　　楽にしてあげたかったから…。

女５　　ありがと。

男２　　え？

女５　　感謝してるわ。

男２　　…母さん…。

女５　　ほんとに優しい子ね。僕ちゃん、こんなに優しいんだから、

　　　　母さん以外にも、もっとたくさんの人を幸せにできるはずよ。

　　　　だから、下に戻らなきゃ。

男２　　え？
女５　　（携帯電話を取り上げ）電話してご覧なさい。

男２　　未来の電話だね。前にかけたことがある。誰も出なかった。

女５　　今度はかかるかもしれないわ。

男２　　…。

女５　　かけて。

男２　　（電話を受け取り、ダイヤル）…出た！もしもし、はい、

…、はい、いえ、後悔はしてません。はい。…。そうですか、…どうも。

（電話を切って元に戻す）

女５　　なんだって？

男２　　自分のしたことに責任を持って生きていけば、

当分は辛い思いをするかもしれないけど、いつかは幸せをつかめるって。
女５　　そう、よかったじゃない。

男２　　でも…、電話に出たやつ、なんだか僕の声に似てた気がするんだけど…。

　　　　ここにある電話、誰に繋がってるんだ？

女５　　自分の心に繋がってるのよ。

男２　　心に…じゃあ、なぜ前は繋がらなかったんだろう？

女５　　未来の電話は、心に希望がない限り、繋がらないの。

男２　　じゃあ、今、僕の心には希望が…？
女５　　（うなずき）ここはね、希望を取り戻す砦なのよ。

男２　　希望を取り戻す砦…。

女５　　ちょっと、手を貸してごらんなさい。

男２　　（片手を差し出す）

女５　　（男２の脈をとり）ほら、脈がしっかりしてきた。

私にはもうないリズム。いいわねえ、命のリズムって。

このリズムを感じて、しっかり生きるのよ。

男２　　母さん…。

女５　　さあ、下に戻りなさい。いいわね。

男２　　さよなら。

女５　　さよなら。

男２　　（行きかけるが、立ち止まると女５を振り返り）

母さん、チラシ寿司、うまかったよ！（退場）

　　　　　　一人取り残される女５。

女５　　西の見張り、どんな様子だ？！

　　　　東の見張り、そっちはどうだ？！

　　　　北の見張り、何か変わったことはないか？！

　　　　南の見張り、現状を報告しろ？！

　　　　みんな、みんな、幸せか？！

　　　　命のリズムを、きざんでいるか？！

　　　　　　おしまい。
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